
 

■ はじめに 

西アフリカの伝統的な

マメ科作物であるササゲ

(Vigna unguiculata (L.) 

Walp)は、農家の現金収

入源であるとともに、タン

パク質や微量要素の供

給源として重要な役割を果たしている。このため近年、従

来の育種目標である収量や耐病虫性の向上に加え、子実

の品質向上、さらに将来的には消費者の嗜好性および市

場のニーズに適した品種開発の重要性が指摘されてい

る。 

このような動きに対応するためには、子実品質の向上を

含む育種戦略の設定と、豊富な遺伝資源を有効に育種へ

と利用していく必要がある。そこで JIRCAS は、アフリカを

拠点に活動を行う国際熱帯農業研究所（IITA）と連携し、

子実品質に着目した育種戦略の設定や育種素材の選定

に必要な基盤情報の収集や評価技術の開発を進め、サ

サゲ育種家や研究者が利用可能な形で提供している。 

■ 活動内容 
1. ササゲ子実品質関連形質の多様性の評価 

ササゲ遺伝資源 240 系統および多様性を網羅するよう

に選定した20系統の子実品質関連形質（計27形質）を分

析し、詳細プロファイル（表 1）を作成するとともに次のこと

を示した。 

● ササゲ独自の窒素-タンパク質換算係数 5.45 が利用

可能である。 

● 育種系統 IT93K-452-1、IT90K-277-2 および

IT98K-205-8 は、膨満感を引き起こす遊離糖含有量

が低い（スタキオース：24.1 - 28.8mg、ラフィノース: 2.5 

- 2.9mg）ことに加え、高い収量性や早生性を有する。 

● 鉄・亜鉛等の含有量が高い一方でフィチン酸含有量

が低い系統 TVu-12802 や TVu-467 は、微量要素の

吸収効率向上のための育種素材として利用できる。 

 

2. 農業および子実品質関連形質の相関関係の解析 

遺伝資源 240 系統の基礎的な農業形質（7）および子実

品質関連形質（15）を評価し、形質間の相関関係を解析し

た結果から次のことを示した。 

● 子実のタンパク質、鉄、亜鉛の含有量には高い正の相

関がある。 

● 収量性や早晩性を維持したまま、品種改良によって子

実品質を向上させる可能性が十分にある。 

3．検索機能付きデータベースの公開 

得られた情報を、検索機能付きデータベース（日・英）と

して、育種素材の選定に利用可能な形で公開した。 
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